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見積・実績編＃03

パートナーサイトマニュアル
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見積
御見積も本システム上で簡単に送信ができます。
見積送信の手間を削減できるだけではなく、
見積依頼の受信状況、返答状況の管理もすることができます。
また、アイコンやメールにて通知がありますので、送信漏れを防ぐことができます。
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見積承認見積依頼 見積作成

協力業者様



Copyright © FUTURE LINK All Rights Reserved.

1-1 見積データ受信
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見積依頼を受信すると「見積り」に通知アイコンが表示されます。
未返信かつ見積希望日が早い物件順に表示されるので、進捗管理がしやすくなっています。
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1-2 見積作成
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必要に応じて「コメント」や「添付資料」を確認しましょう。
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1-3 見積作成
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今回は見積しない工事は「単価」を空欄のままにしましょう。
また、見積をしない（辞退する）工事は「✕」アイコンをクリックしてください。
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1-4 見積作成
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内容を確認し、問題がなければ「見積りを送信する」をクリックてください。
見積りが発注元へ送付され、作業は終了です。
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2-1 見積作成 応用
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「追加」ボタンから明細を自由に追加することができます。
明細がある場合は、内訳は必ず「一式」になります。
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2-2 見積作成 応用
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「商材リストから追加」ボタンから、あらかじめ取り決めしている単価が登録された

「商材リスト」から見積を作成できます。※商材リストの単価を編集することはできませ
ん。
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2-3 添付ファイルから作成
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必要に応じて、見積書ファイルを添付しましょう。※見積書式は任意で構いません。
内訳ごとや物件単位で添付が可能です。※必須ではありません。
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2-1 実績データ送信
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産業廃棄物処理費や金物、建材など予め見積をすることができない一部の項目は
“実績”としてデータを送ることができます。
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2-1 実績データ送信
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「実績」は「見積」と違い、送信可能な期間中は何回でも送信することができます。
「リクエスト数」は送信した回数、“承認済”は発注された回数を示しています。
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2-2 実績データ送信
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実績データの作成方法は、見積時と同様です。
毎月の締の際、各物件の実績を送信しましょう。
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3-1 通知メール
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見積依頼や実績依頼（※初回）があった際は、メール通知が届きます。
リンクをクリックすると見積（実績）作成画面を表示することができます。
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